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１．⼤学病院の概要等について
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⼤学病院の概要①

教 育 医学部⽣の臨床教育、卒後の初期・専⾨研修等を⾏う医師をはじめとするその他の医療従事者
の養成機関。
→ 採算に関係なく、幅広い診療科・部⾨が必要。

新しい診断・治療法の開発、難治性疾患の研究等を⾏う⾼度な研究機関。
→ 様々な疾病治療のための研究に多くの投資が必要。

○ 医師及び⻭科医師の養成を⾏う⼤学医学部及び⻭学部の教育研究に必要な施設として設置されている病院
（⼤学設置基準第３９条）。

○ ⾼度な医療の提供、⾼度な医療技術の開発・ 評価、研修の実践にあたる「特定機能病院」に承認されている病
院（医療法第４条の２）。令和４年１２⽉１⽇現在【79病院】

■⼤学病院の法令上の位置付け

研 究

■⼤学病院の使命・役割

診 療 ⾼度医療の提供、地域医療機関への医師の供給等を⾏う地域の中核的な⾼度医療機関
→ 採算性の低い分野（⼩児・産科・精神・重症治療等）への⽀援や⾼度医療に対応する

ための⾼度な機器や⼈材の体制整備が必要。
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⼤学病院の占める割合

※１ 医学教育課調べ（令和４年12⽉現在）
※２ 医学部新設のあった、東北医科薬科⼤学と国際医療福祉⼤学については承認されていないほか、

東京⼥⼦医科⼤学は、医療安全に関する重⼤な事案発⽣のため、承認を取り消されている。
※３ 私⽴の⼤学病院のうち聖路加国際病院は、医学部を持たない⼤学が設置する病院として承認されている。
※４ その他９病院の内訳

（防衛医科⼤学校病院、国⽴がん研究センター中央病院、国⽴がん研究センター東病院、
⼤阪国際がんセンター、国⽴循環器病研究センター、がん研究会有明病院、
国⽴国際医療研究センター病院、静岡県⽴静岡がんセンター、愛知県がんセンター）

承認要件
◆病床数400床以上を有すること。
◆16診療科全てを標榜すること。
◆外来患者紹介率が50％以上であること。
◆逆紹介患者数が40％以上であること。
◆医療安全管理責任者の配置や専従の医師、薬剤師及び看護師

の医療安全管理部⾨への配置など、医療安全管理部⾨の体制が
強化されていること。（※）

◆医師等が筆頭著者で査読のある学術雑誌に掲載された英語論⽂
が年間70件以上あること。 等

※平成28年6⽉10⽇付け省令改正等において、承認要件として新たに追加された項⽬

医療法 第４条の２（抜粋）
◆⾼度の医療を提供する能⼒を有すること。
◆⾼度の医療技術の開発及び評価を⾏う能⼒を有すること。
◆⾼度の医療に関する研修を⾏わせる能⼒を有すること。 等

特定機能病院の承認要件 特定機能病院の承認状況

47.7%

9.1%

33.0%

10.2%

国⽴⼤学病院
公⽴⼤学病院
私⽴⼤学病院
その他

(42)

(8)

(29)

(9)

89.8%
(79/88)

⼤学病院の概要②
○ 平成４年７⽉に⼀部改正された医療法により、病院は⻑期慢性疾患を取り扱う療養型病床群、⾼度の医療⽔
準を要する疾患の診療に当たる⼀般病院、さらに⾼度の専⾨的な医療の開発と実践に当たる特定機能病院に分類。

○ 医療施設機能の体系化の⼀環として、⾼度の医療の提供、⾼度の医療技術の開発及び⾼度の医療に関する研
修を実施する能⼒等を備えた病院について、厚⽣労働⼤⾂が個別に承認。
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■⼤学病院を持つ⼤学の割合（令和４年５⽉１⽇現在）

■医系⼤学病院の分布状況（令和５年４⽉１⽇現在）

⼤学病院(本院) 81病院 ［医系］

国⽴⼤学 42病院
公⽴⼤学 8病院
私⽴⼤学 31病院

■全国⼤学病院数⼀覧（令和５年４⽉１⽇現在）

出典︓⽂部科学省令和４年度学校基本調査報告書

合計私⽴公⽴国⽴区 分

148 9016 42 医系⼤学病院
8131 8 42 本 院
67 59 80分 院
19171 1 ⻭系⼤学病院

1051 4 その他⼤学病院
（附置研究所、保健医療系等）

17711218 47 合 計

うち医系病院を置く
⼤学数⼤学数区 分

42（48.8％）86国⽴⼤学
8（ 8.2％）98公⽴⼤学

31（ 5.0％）619私⽴⼤学
81（10.1％）803計

⼤学病院の概要③
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■⼤学病院と他の病院との⽐較

国⽴病院機構国⽴がん研究センター
中央病院

大学病院

事 項 【私⽴】
順天堂⼤学医学部附属

順天堂医院

【公⽴】
横浜市⽴⼤学附属病院

【国⽴】
東京⼤学医学部附属病院

独⽴⾏政法⼈
国⽴病院機構独⽴⾏政法⼈学校法⼈公⽴⼤学法⼈国⽴⼤学法⼈開設者

140病院8病院91病院14病院42病院同種の病院数
（分院等を含む）

（376床）578床1,051床
（975床）

674床
（876床）

1,246床
（775床）

病床数
（分院等を含まない）

263⼈581⼈899⼈
（718⼈）

524⼈
（596⼈）

843⼈
（550⼈）

１⽇平均
⼊院患者数

（分院等を含まない）

212⼈1,349⼈3,515⼈
（1,962⼈）

1,752⼈
（1,712⼈）

2,628⼈
（1,700⼈）

１⽇平均
外来来患者数

（分院等を含まない）

（19診療科）35診療科34診療科37診療科39診療科診療科数

71.2％82.7％85.6％
（77.5％）

80.1％
（76.2％）

80.1％
（79.1％）

病床稼働率
（国公私⽴以外は利⽤

率）

22.7⽇10.4⽇10.8⽇
（12.4⽇）

11.1⽇
（12.0⽇）

11.1⽇
（12.3⽇）平均在院⽇数

結核・重度⼼⾝障碍者・難
病・医療観察法における精

神医療等

がん・循環器・
精神・神経・国際
医療・成育・⻑寿

教育・研究・⾼度医療特 ⾊

※「（）」で⽰しているのは、同種の病院数における本院のみの平均値にて算出している。

（注１）
出典︓ 東京⼤学医学部附属病院は、国⽴⼤学病院⻑会議「国⽴⼤学病院資料」（令和4年６⽉１⽇現在）

横浜市⽴⼤学附属病院及び順天堂⼤学医学部附属順天堂医院は、⽂部科学省医学教育課調べ
（令和３年６⽉１⽇現在）
国⽴がん研究センター中央病院は、ウェブサイト等
国⽴病院機構は、厚⽣労働省「医療施設（動態）調査・病院報告」（令和3年度調査）

（注２）
計算⽅法︓ 病床稼働率（％）＝年間⼊院患者延数（退院患者数計＋毎⽇24時の在院患者延数）

÷（病床数×歴⽇数）×１００
病床利⽤率（％） ＝在院患者延数÷（病床数×歴⽇数）×１００
平均在院⽇数（⽇）＝在院患者延数÷（（新⼊院患者数＋退院患者数）×０．５）

⼤学病院の概要④
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0.5%
0.2%

1.4%

97.9%
（8,032）

（113）

（16）

（44）

2.1％
（173/8,205）

◆ 病院数（8,205病院）【⼤学病院︓2.1％（173病院）】 ◆ 病床数（1,500,057床）【⼤学病院︓6.6％（98,627床）】

出典：国立大学病院・・・・・国立大学病院長会議「国立大学病院資料」（令和４年６月１日現在）、
公私立大学病院・・・文部科学省医学教育課調べ（令和３年６月１日現在）
大学病院以外・・・・・厚生労働省「医療施設調査」（令和３年調査）

※「常勤医師数」「常勤看護師数」は令和２年調査

◆ 常勤医師数（172,192名）【⼤学病院︓23.7％（40,795名）】 ◆ 常勤看護師数（805,708名）【⼤学病院︓12.5％（101,022名）】

国⽴⼤学病院 公⽴⼤学病院 私⽴⼤学病院 その他

7.5%
2.2%

14.0%

76.3%
（131,397）

（24,131）

（3,808）

（12,856）

23.7％
（40,795/172,192）

2.2%
0.6%

3.8%

93.4%
（1,401,430）

（56,336）

（9,557）

（32,734）

6.6％
（98,627/1,500,057）

4.4%
1.1%

7.0%

87.5%
（704,686）

（56,246）

（9,147）

（35,629）

12.4％
（101,022/805,708）

■全病院における⼤学病院の占める割合
（）︓床

⼤学病院の概要⑤

（）︓名（）︓名

（）︓病院
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看護師、薬剤師等の研修受⼊⼈数 看護、薬学⽣等の実習受⼊⼈数

○ 教育機関としての役割を果たし、持続的に初期研修医、後期研修コースの医師を受け⼊れており、また、専⾨性
の⾼い医師養成・教育にも⼒を⼊れている。

○ 医療職員のスキル向上を⽀援するため、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響を受けた令和２年度を除き、国
⽴⼤学病院全体で、毎年延べ３万⼈を超える職員を他機関から受け⼊れており、また、他⼤学等を含め、毎年延
べ４0万⼈を超える学⽣に対する実習教育を⾏っている。

初期研修医採⽤⼈数 専⾨研修コース採⽤⼈数 専⾨医・認定医の新規取得者数

出典︓国⽴⼤学病院⻑会議「病院機能指標」
※R03年度のデータは速報値

指導医数

1,524 1,559 
1,448 1,499 1,525 1,540 1,546 1,466 1,451 

1,316 1,303 

0

500

1,000

1,500

2,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

2,828 2,677 2,783 2,948 2,896 2,992 3,434 3,496 3,586 
3,619 3,621 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

3,253 
3,442 3,461 3,707 3,780 3,735 4,173 

3,662 3,847 

2,965 3,167 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

36,222 

33,297 

44,732 
34,807 36,905 

32,798 

35,124 35,101 
34,819 

28,644 30,273 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

454,175 
440,346 

483,527 
486,945 

465,339 
473,869 

522,473 
512,793 

501,381 

306,014 

393,308 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

3,872 4,429 5,027 
5,350 5,841 

6,257 6,652 6,751 
7,185 7,248 7,372 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

⼤学病院の教育機能（国⽴⼤学病院）
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合計その他私⽴公⽴国⽴施 設 数
４０６３３５２７８３６先進医療Ａ
２１１１３５２９８３９先進医療Ｂ
６１７４７０５６１６７５合 計

出典︓厚⽣労働省ウェブサイトより集計(令和５年１⽉1⽇現在)

合計その他私⽴公⽴国⽴承 認 件 数
１，４８８１，２９６６５１８１０９先進医療Ａ

４４１２０７８９１８１２７先進医療Ｂ
１，９２９１，５０３１５４３６２３６合 計

◆ 先進医療Ａ
１ 未承認等の医薬品若しくは医療機器の使⽤⼜は医薬品若しくは医療機器の適応外

使⽤を伴わない医療技術（４に掲げるものを除く。）
２ 以下のような医療技術であって、当該検査薬等の使⽤による⼈体への影響が極めて

⼩さいもの
（１）未承認等の体外診断薬の使⽤⼜は体外診断薬の適応外使⽤を伴う医療技術
（２）未承認等の検査薬の使⽤⼜は検査薬の適応外使⽤を伴う医療技術

◆ 先進医療Ｂ
３ 未承認等の医薬品若しくは医療機器の使⽤⼜は医薬品若しくは医療機器の適応外

使⽤を伴う医療技術（２に掲げるものを除く。）
４ 未承認等の医薬品若しくは医療機器の使⽤⼜は医薬品若しくは医療機器の適応外

使⽤を伴わない医療技術であって、当該医療技術の安全性、有効性等に鑑み、その
実施に係り、実施環境、技術の効果等について特に重点的な観察・評価を要するもの
と判断されるもの

治験の実施症例件数 医師主導治験件数

研究論⽂数 研究論⽂のｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰ値(IF)※

※ 論⽂掲載誌と各雑誌のIFを紐づけ、総和を取った値
出典︓国⽴⼤学病院⻑会議「病院機能指標」※R03年度のデータは速報値

○ ⼤学病院は、医学部や⻭学部における⾃主的・⾃律的な優れた基礎研究の成果を、難治性疾患の原因究明、
新しい診断・治療法や新薬の開発という形で患者の治療につなげるため、質の⾼い臨床研究や治験を実施している。

○ 特に近年では、臨床研究推進センター等を開設し、国際⽔準の臨床研究や医師主導治験に積極的に取り組ん
でいる。

5,122 
5,524 
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6,317 
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33,738 

0

5,000

10,000

15,000
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25,000

30,000

35,000
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13,822 
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15,793 15,286 15,438 
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16,000
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⼤学病院の研究機能（国⽴⼤学病院）
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○ ⼤学病院は、7９病院が特定機能病院に指定されているほかにも、臓器移植登録施設やがん診療連携拠点病
院、⾼度救命救急センター、総合周産期⺟⼦医療センター、難病医療拠点病院等の医療施設としても承認されて
おり、我が国の医療に⼤きく貢献している。また、地域への医師派遣機能を担うとともに、救急医療体制においては、
各地域の実情に応じて救急患者のうち、特に重症な救急患者の受⼊れを⾏っている。

出典︓厚⽣労働省調べ
(令和５年４⽉１⽇現在)

出典︓（社）⽇本臓器移植ネットワーク調べ
(令和５年２⽉24⽇現在)

出典︓難病情報センターウェブサイト
(令和４年7⽉1⽇現在)

◆ 臓器移植登録施設（125施設）
（うち⼤学病院 72施設（58％））

出典︓厚⽣労働省調べ
(令和５年４⽉１⽇現在)

出典︓厚⽣労働省調べ
(令和４年７⽉１⽇現在)

国立大学病院 公立大学病院 私立大学病院 その他

国⽴⼤学病院における地域への医師派遣数

出典︓国⽴⼤学病院⻑会議「病院機能指標」
※ R03年度のデータは速報値

*難病医療拠点病院、難病診療連携拠点病院、難病診療分野別拠点病院の合計

国⽴⼤学病院における救命救急患者数

◆ 都道府県がん診療連携拠点病院（51施設）
（うち⼤学病院 29施設（57％））

47%

8%
2%

43%
(24)

(4)
(1)

(22) 57%
(29/51)

◆ ⾼度救命救急センター（46施設）
（うち⼤学病院 31施設（67％））

32%

11%24%

33%
(15)

(5)
(11)

(15) 67%
(31/46)

◆ 総合周産期⺟⼦医療センター（112施設）
（うち⼤学病院 47施設（42％））

18%

4%

20%

58%

(20)

(5)

(22)

(65)
42%

(47/112)

◆ 難病医療拠点病院等*（142施設）
（うち⼤学病院 67施設（47％））

25%

4%

18%

53%

(35)

(6)

(26)

(75)
48%
(67/142)

30%

6%

22%

42% (38)

(7)

(27)

(53) 58%
(72/125)

◆ 脳死臓器移植件数（3,964件）
（うち⼤学病院 3,176件（80％））

出典︓（社）⽇本臓器移植ネットワーク調べ
(平成11年2⽉28⽇から令和５年１⽉23⽇現在までの脳死移植累計)
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⼤学病院の診療機能
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地域医療提供体制の維持に対する⼤学病院の貢献①
• 令和３年６⽉時点で、国⽴⼤学病院42病院から43,157⼈の医師を常勤医師として全国に派遣して

おり、地域医療提供体制の維持に貢献している。

凡例
〜500⼈
500⼈〜800⼈
800⼈〜1,000⼈
1,000⼈〜

㊶ ⿅児島⼤学（880⼈）

㉚ ⼭⼝⼤学（855⼈）

㊳ 熊本⼤学（1,227⼈）

㊵ 宮崎⼤学（189⼈）

㊲ ⻑崎⼤学（897⼈）
㊱ 佐賀⼤学（468⼈）

㊴ ⼤分⼤学（563⼈）

㉟ 九州⼤学（2,065⼈）
㉞ ⾼知⼤学（246⼈）
㉝ 愛媛⼤学（835⼈）
㉜ ⾹川⼤学（327⼈）
㉛ 徳島⼤学（692⼈）

㉕ 神⼾⼤学（1,550⼈）

㉙ 広島⼤学（2,085⼈）
㉘ 岡⼭⼤学（2,531⼈）
㉗ 島根⼤学（456⼈）
㉖ ⿃取⼤学（557⼈）

㊷ 琉球⼤学（320⼈）

㉔ ⼤阪⼤学（3,671⼈）
㉓ 京都⼤学（2,374⼈）
㉒ 滋賀医科⼤学（593⼈）① 北海道⼤学（1,351⼈）

② 旭川医科⼤学（615⼈）
③ 弘前⼤学（507⼈）
④ 東北⼤学（182⼈）
⑤ 秋⽥⼤学（534⼈）
⑥ ⼭形⼤学（468⼈）
⑦ 筑波⼤学（1,426⼈）
⑧ 群⾺⼤学（636⼈）
⑨ 千葉⼤学（685⼈）
⑩ 東京⼤学（1,087⼈）
⑪ 東京医科⻭科⼤学（1,767⼈）
⑫ 新潟⼤学（1,094⼈）
⑬ 富⼭⼤学（554⼈）
⑭ ⾦沢⼤学（1,112⼈）
⑮ 福井⼤学（295⼈）
⑯ ⼭梨⼤学（313⼈）

⑳ 名古屋⼤学（3,561⼈）
⑲ 浜松医科⼤学（1,014⼈）
⑱ 岐⾩⼤学（941⼈）
⑰ 信州⼤学（683⼈）

㉑ 三重⼤学（951⼈）

出典︓ R4.6.24 国⽴⼤学病院⻑会議 記者会⾒資料 （「国⽴⼤学病院 病院機能指標」国⽴⼤学病院⻑会議データベース管理委員会調べ ）

※他医療機関で常勤の勤務形態をとっている場合のみを集計しており、
週1回程度の⾮常勤や短期派遣は含まない。

1
• 国⽴⼤学病院で勤務している医師は、

令和5年3⽉時点で、全国の9,475の
医療機関※で兼業・副業を⾏っており、
地域医療提供体制の維持に貢献して
いる。

• その兼業・副業先は、勤務する⼤学病
院が所在する都道府県以外にも広域
に分布している。（下図︓2⼤学病院の例）

【参考】兼業・副業の状況

東京⼤学
兼業・副業先医療機関
（2022.9〜11実績）

国⽴⼤学病院⻑会議調査「国⽴⼤学病院を主たる勤務先としている医師の派遣・兼業先の件数について」（令和5年3⽉現在）

九州⼤学
兼業・副業先医療機関

（2022.10〜12実績）
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地域医療提供体制の維持に対する⼤学病院の貢献②

11

※ 厚⽣労働省⼤⾂官房統計情報部 平成28年「医師・⻭科医師・薬剤師調査の概況」
（平成28年12⽉31⽇現在）より、都道府県（従業地）別にみた医療施設に従事する

⼈⼝10万対医師数が少ない県10番⽬までの県は⻩⾊で表⽰されている。
※ ⻘字は同概況の⼈⼝10万対医師数。

• 平成31年1⽉時点で、私⽴⼤学29⼤学から、4,279の医療機関に対し、15,685⼈の医師を常勤
医師として派遣している。

出典︓⽇本私⽴医科⼤学協会「加盟⼤学における地域医療体制に関する調査」（平成31年1⽉現在）
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12出典︓国⽴⼤学病院は国⽴⼤学病院⻑会議「国⽴⼤学病院資料」、公私⽴⼤学病院は⽂部科学省医学教育課調べ
※公私⽴⼤学病院におけるH27年度以前及びR1年度、R3年度の調査は未実施。



2,030  2,047  2,025 
1,740 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H28 H29 H30 R1 R2

(千⼈)

8,884  9,131  9,066 

8,126 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H28 H29 H30 R1 R2

10,126 

10,197 
10,177 

10,172 

10,112 10,135 10,172 
10,214 

10,156 10,157 
10,175 

10,227 

10,144 
10,178 

10,082 
10,032 

9,133 9,126 

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R01 R02 R03

（千⼈）

⼊院患者延数

（千⼈）

15,014 

15,426 

15,833 

16,199 
16,293 

16,396 

16,656 
16,957 

17,271 
17,434 

17,428 
17,609 

17,553 

17,762 
17,912 

17,962 

16,494 

17,289 

14,500

15,000

15,500

16,000

16,500

17,000

17,500

18,000

18,500

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 H30 R01 R02 R03

外来患者延数

⼤学病院の経営指標等②

13

3,544  3,582  3,591 
3,328 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

H28 H29 H30 R1 R2

18,453 
18,931  18,854 

16,786 

14,500

15,000

15,500

16,000

16,500

17,000

17,500

18,000

18,500

19,000

19,500

20,000

H28 H29 H30 R1 R2

国⽴⼤学病院 公⽴⼤学病院 私⽴⼤学病院
(千⼈)

国⽴⼤学病院 公⽴⼤学病院 私⽴⼤学病院
(千⼈) (千⼈)

未
実
施
※

未
実
施
※

未
実
施
※

未
実
施
※

出典︓国⽴⼤学病院は国⽴⼤学病院⻑会議「国⽴⼤学病院資料」、公私⽴⼤学病院は⽂部科学省医学教育課調べ
※公私⽴⼤学病院におけるH27年度以前及びR1年度、R3年度の調査は未実施。
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出典︓国⽴⼤学病院は国⽴⼤学病院⻑会議「国⽴⼤学病院資料」、公私⽴⼤学病院は⽂部科学省医学教育課調べ
※公私⽴⼤学病院におけるH27年度以前及びR1年度、R3年度の調査は未実施。
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出典︓国⽴⼤学病院は国⽴⼤学病院⻑会議「国⽴⼤学病院資料」、公私⽴⼤学病院は⽂部科学省医学教育課調べ
※公私⽴⼤学病院におけるH27年度以前及びR1年度、R3年度の調査は未実施。
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出典︓⽂部科学省「平成30年度⼤学等におけるフルタイム換算データに関する調査（概要）」

図表７ 保健分野における⼤学等教員の職務活動時間割合の推移

図表12 助教の学問分野別活動時間割合

⼤学等教員の職務時間の推移
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• ⼤学病院の医師は、教育・研究・診療のうち、診療に従事する時間が最も⻑い。

• 特に、今後、我が国の教育、研究の主⼒を担う助教の15％は全く研究を⾏っておらず、約50％は週当たりの研究時
間が５時間以下に留まっているなど、深刻な状況にある。
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⑤医員

⑥専攻医又は後期研修医

⑦臨床研修医

⑧その他（自由記載）

合計

職位ごとの教育・研究・診療・その他業務時間 構成⽐率
（N=981）

教育⽐率 研究⽐率 診療⽐率 その他⽐率

1.1%

1.7%

4.8%

15.0%

42.9%

72.3%

86.9%

26.7%

35.4%

45.2%

49.7%

28.6%

18.8%

6.2%

34.1%

34.9%

28.0%

19.1%

14.3%

5.9%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①教授

②准教授

③講師

④助教

⑤医員

⑥専攻医又は後期研修医

⑦臨床研修医

職位ごとの週当たりの⼤学での研究業務時間 回答⼈数の構成⽐率
（N=976 職位その他5名 除く）

0時間 1時間ー5時間 6時間ー10時間 11時間ー15時間

16時間ー20時間 21時間ー25時間 26時間ー30時間 31時間ー35時間

36時間ー40時間 40時間以上

業務時間の構成⽐率及び週当たり研究業務時間

出典︓令和４年度 ⽂部科学省 ⼤学における医療⼈養成の在り⽅に関する調査研究委託事業「⼤学病院における医師の働き⽅に関する調査研究報告書」17



２．⼤学病院の財務・経営状況等について
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私⽴⼤学公⽴⼤学国⽴⼤学区 分

感染症指定医療機関、がん診療拠点病院に関する補助⾦など
都道府県を通じて⼀部財政⽀援あり

政策経費
診療経費
運営費

診療報酬請求による収⼊
※診療報酬には教育研究や施設設備への投資的経費の概念がない。

私⽴⼤学等経常費補助⾦
（医学部所属教員の給与費等を算定）

地⽅交付税交付⾦の
算定の際に考慮

運営費交付⾦
（医学部所属教員分の給与等）

〜我が国の医療の状況より、⼤学病院に求められる取組への⽀援〜
○ 研究拠点形成費等補助⾦

︓保健医療分野におけるAI研究開発加速に向けた⼈材養成産学協働プロジェクト 等
○ ⼤学改⾰推進費等補助⾦

︓課題解決型⾼度医療⼈材養成プログラム 等

各⼤学の
取組に対する⽀援

病院施設を対象とした
補助⾦はない

病院事業債の元利償還⾦に
対して普通交付税を考慮

施設整備費補助⾦
（総事業費の10％）施設整備

⽇本私⽴学校振興・共済事業団の
融資事業

地⽅公共団体の
起債による措置等

⼤学改⾰⽀援・学位授与機構の貸付事業
（施設整備︓総事業費の90％
設備整備︓総事業費の100％）

（参 考）
貸 付 制 度

⾮課税（法⼈税、事業税等）
※私⽴⼤学には、課税（法⼈税︓医療保険業を除く収益事業）税 制

⼤学病院に対する財政⽀援の全体像
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※1︓⽂部科学省『国⽴⼤学法⼈等の決算について』別紙資料集「附属病院セグメント情報」及び「附属病院セグメントにおける収⽀の状況（キャッシュ・フロー計算書の形式を使った病院収⽀の状況表）」を元に医学教
育課において作成。

※2︓「（参考）借⼊⾦返済額」は 「附属病院セグメントにおける収⽀の状況」における「借⼊⾦の返済による⽀出」及び「国⽴⼤学財務・経営センター／⼤学改⾰⽀援・学位授与機構債務負担⾦の返済による⽀出 」の
合計値。（H22〜H24は国⽴⼤学病院⻑会議調べ）

国⽴⼤学病院の業務損益の推移

10,370 
10,753 

11,117 
11,520 

11,938 
12,418  12,584 

13,006 
13,375 

13,866 
14,275 

15,257 

9,813 
10,307 

10,710 
11,224 

11,745 
12,151  12,270 

12,710 
13,134 

13,651  13,816 
14,535 

556 445
407

296

193

266
313 296

241
214

459

722

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

業務収益 業務費⽤ 業務損益
（単位︓億円）

【業務損益】
（単位︓億円）

【業務収益・費⽤】
（単位︓億円）

R3R2R1H30H29H28H27H26H25H24H23H22事項

15,257 14,275 13,866 13,375 13,006 12,584 12,418 11,938 11,520 11,117 10,753 10,370 業務収益

14,535 13,816 13,651 13,134 12,710 12,270 12,151 11,745 11,224 10,710 10,307 9,813 業務費⽤

722 459 214 241 296 313 266 193 296 407 445 556 業務損益

659 613 669 680 725 742 758 788 777 777785771（参考）借⼊⾦返済額
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国⽴⼤学法⼈全体における収⼊割合の推移

※⽂部科学省『国⽴⼤学法⼈等の決算について〜令和3事業年度〜』を元に医学教育課において作成。

10,661 

10,351 

10,617 

10,506 

10,512 

11,410 

12,465 

11,768 

11,966 

11,457 

8,493 

7,098 

3,394 

3,406 

3,456 

3,475 

3,430 

3,564 

6,126 

5,421 

4,523 

4,578 

3,536 

2,841 

1,849 

1,727 

1,816 

1,809 

1,559 

1,443 

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000

R3

R2

R1

H30

H22

H19

運営費交付⾦収益 附属病院収益 学⽣納付⾦収益 外部資⾦等（補助⾦収益、受託研究収益等、寄付⾦収益、研究関連収益） その他（⾃⼰収⼊等）

（43％）

（38％）

（33％）

（33％）

（32％）

（31％）

（27％）

（31％）

（36％）

（37％）

（36％）

（36％）

（14％）

（13％）

（11％）

（11％）

（10％）

（10％）

（11％）

（13％）

（14％）

（14％）

（17％）

（18％）

（5％）

（6％）

（6％）

（5％）

（5％）

（5％）

単位︓億円

26,356

27,530

31,825

32,378

32,673

34,495

〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜
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国⽴⼤学病院における収⼊（業務収益）割合の推移

※⽂部科学省『国⽴⼤学法⼈等の決算について〜令和3事業年度〜』を元に医学教育課において作成。
※国⽴⼤学法⼈全体における附属病院収益の額との差は、病院セグメントに含まれない診療所等があるため。

単位︓億円

1,150 

1,086 

1,175 

1,199 

1,400 

1,631 

12,444 

11,753 

11,952 

11,444 

8,489 

7,097 

1,663 

1,436 

739 

732 

481 

313 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000

R3

R2

R1

H30

H22

H19

運営費交付⾦収益 附属病院収益 その他

（18.0％）

（13.5％）

（9.0％）

（8.5％）

（7.6％）

（7.5％）

（78.5％）

（81.9％）

（85.5％）

（86.1％）

（82.3％）

（81.6％）

（3.5％）

（4.6％）

（5.5％）

（5.4％）

（10.1％）

（10.9％）

9,041 

10,370 

13,375 

13,866 

14,275 

15,257 

〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜
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国⽴⼤学病院における費⽤（業務費⽤）割合の推移

※⽂部科学省『国⽴⼤学法⼈等の決算について〜令和3事業年度〜』を元に医学教育課において作成。

単位︓億円

153 

141 

166 

175 

126 

93 

8,492 

7,967 

7,877 

7,495 

5,470 

4,599 

5,412 

5,301 

5,180 

5,049 

3,806 

3,511 

478 

407 

428 

415 

411 

450 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000

R3

R2

R1

H30

H22

H19

教育研究経費 診療経費 ⼈件費 その他

14,535 

13,816 

13,651 

13,134 

9,813 

8,653 
（1.1％）

（1.3％）

（1.3％）

（1.2％）

（1.0％）

（1.1％）

（53.1％）

（55.7％）

（57.1％）

（57.7％）

（57.7％）

（58.4％）

（40.6％）

（38.8％）

（38.4％）

（38.0％）

（38.4％）

（37.2％）

（5.2％）

（4.2％）

（3.2％）

（3.1％）

（2.9％）

（3.3％）

〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜
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24

公私⽴⼤学病院の業務損益の推移

10,762

11,299

11,662

12,586

10,697

11,209

11,649

11,990

65
90

13

596

0

100

200

300

400

500

600

700

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000

H28 H29 H30 R1 R2

私⽴⼤学病院（本院31病院）

業務収益 業務費⽤ 業務損益

2,298
2,426

2,550
2,803

2,294
2,399

2,492

2,694

4

27

58

109

0

20

40

60

80

100

120

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H28 H29 H30 R1 R2

公⽴⼤学病院（本院８病院）

業務収益 業務費⽤ 業務損益

出典︓⽂部科学省医学教育課調べ。
※H27年度以前及びR1年度、R3年度の調査は未実施。

【業務損益】
（単位︓億円）

【業務損益】
（単位︓億円）

【業務収益・費⽤】
（単位︓億円）

【業務収益・費⽤】
（単位︓億円）

R2R1※H30H29H28事項

2,803 2,5502,426 2,298 業務収益

2,6942,492 2,399 2,294 業務費⽤

109 58 27 4 業務損益

R2R1※H30H29H28事項

12,586 11,66211,299 10,762 業務収益

11,99011,649 11,209 10,697 業務費⽤

596 13 90 65 業務損益

未
実
施

※2

※

未
実
施
※



○ ⼤学病院及び医学部を持つ私⽴⼤学に対して、私学助成や融資など財政⽀援の仕組みが整備されている。

（参考） 私⽴⼤学等の経常費補助 ２，９７５億円の⼀部。

■私⽴⼤学等経常費補助⾦の推移

◆ 私⽴⼤学病院の運営費に係る国からの財政⽀援はないものの、私⽴⼤学の教育⼜は研究に係る経常的経費として、医学部に所属している教
員の給与費等については、私⽴⼤学等経常費補助⾦に算定されている。

3,222 3,209 3,188 3,175 3,184 3,153 3,153 3,153 3,154 3,159 
2,977 2,975 2,975 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04

注１︓⾦額は当初予算額（R04予算案）である。
注２︓Ｒ２〜は⾼等教育就学⽀援新制度の対象者の授業料減免分を別途措置

■運営費

■その他
◆ ⽇本私⽴学校振興・共済事業団による⼤学病院の新築、増改築、改修等事業への融資。（融資規模︓１１９億円）
◆ ⼤学病院の建替え整備事業のうち、⽇本私⽴学校振興・共済事業団からの融資については利⼦助成を⾏う。（４億円）
◆ 様々な政策課題に対応する意欲的な取組に対して競争的資⾦を措置。

（億円）

私⽴⼤学病院に対する財政⽀援
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出典︓⽂部科学省医学教育課調べ。
※公私⽴⼤学病院におけるH27年度以前及びR1年度、R3年度の調査は未実施。

国⽴⼤学 公⽴⼤学 私⽴⼤学

国⽴⼤学 公⽴⼤学 私⽴⼤学

国⽴⼤学 公⽴⼤学 私⽴⼤学

22.3% 22.4% 22.3% 22.5%
23.3%

23.8% 23.7% 24.0%
24.7%

25.7%
26.5% 26.8%

13.4% 13.7% 13.4%
14.0% 14.3% 14.3% 14.4% 14.6% 14.6% 14.6% 14.8% 14.8%

35.6% 36.0% 35.7%
36.5%

37.6%
38.1% 38.1%

38.6%
39.2%

40.4%
41.2% 41.6%

26.2% 26.0%
26.8%

29.2%

13.8% 14.3% 14.6%
14.8%

40.0% 40.3%

41.5%

44.0%

22.9% 23.2%
24.2%

25.0%

13.8% 13.9% 14.2%
14.7%

36.6%
37.1%

38.4%

39.7%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

医薬品・診療材料費率

医薬品費率

診療材料費率

⼤学病院における医薬品費率及び診療材料費率の推移
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＜医薬品・診療材料費率＞
R3R2R1H30H29H28
41.6%41.2%40.4%39.2%38.6%38.1%国⽴⼤学病院
-44.0%-41.5%40.3%40.0%公⽴⼤学病院
-39.7%-38.4%37.1%36.6%私⽴⼤学病院

＜医薬品費率＞
R3R2R1H30H29H28
26.8%26.5%25.7%24.7%24.0%23.7%国⽴⼤学病院
-29.2%-26.8%26.0%26.2%公⽴⼤学病院
-25.0%-24.2%23.2%22.9%私⽴⼤学病院

＜診療材料費率＞
R3R2R1H30H29H28
14.8%14.8%14.6%14.6%14.6%14.4%国⽴⼤学病院
-14.8%-14.6%14.3%13.8%公⽴⼤学病院
-14.7%-14.2%13.9%13.8%私⽴⼤学病院



・増収減益の経営状況から、充分な資⾦が確保できておらず、投資は⾜踏み状態。
・多くの医療機器が耐⽤年数を超過しており、⽼朽化が進⾏。それに伴い、価値の残存率
は取得時のわずか24％程度でリースも活⽤しながら踏みとどまっている。

・更に建物の価値残存率の低下も確実に進⾏している。

国⽴⼤学病院におけるインフラの価値残存率の推移
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64.5%
62.4%

60.5%
57.4% 56.6%

54.1%
51.3% 50.2%

48.7%

34.8%
32.0%

29.8%

25.8% 24.8% 23.4% 23.8% 23.9% 24.5%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

55%

60%

65%

70%
価値残存率

建物 医療機器

下げ⽌まり
＝これ以上の低下は限界

年々低下している

H25   H26 H27 H28 H29 H30 R1   R2 R3

出典︓財務諸表（病院セグメント情報）より国⽴⼤学病院⻑会議事務局が作成
価値残存率︓（取得原価-減価償却累計額）÷取得原価



安全安⼼な医療を⽀えるインフラは危機的状況
国⽴⼤学病院における借⼊⾦の推移と今後の予測

平成16年法⼈化時に1兆円を超える債務を承継。
収益は債務の償還に当て、更新の必要な建物や機器は借⼊で対応しており、借⼊

⾦への依存が強まっている。

出典︓国⽴⼤学病院⻑会議事務局調査
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